
合
格
小
論
文
を
書
く 

 

《
書
く
以
前
に
重
要
な
こ
と
》 

 

 
・
制
限
時
間
内
に
書
き
上
げ
る
。 

 

 
・
丁
寧
な
字
で
書
く
（
下
手
な
字
と
雑
な
字
は
違
う
）。 

 

 
・
規
定
字
数
の
８
割
以
上
書
く
（
最
後
の
一
行
ま
で
書
く
べ
き
）。 

 

 
・
原
稿
用
紙
の
使
い
方
を
守
る
（
た
だ
し
、
注
意
書
き
に
従
う
）。 

 

 
・
課
題
文
と
設
問
を
よ
く
読
み
、
内
容
を
正
し
く
理
解
す
る
。 

 

 
・
６
０
０
字
を
丁
寧
な
字
で
清
書
で
き
る
時
間
を
知
っ
て
お
く
。 

  

《
小
論
文
の
構
成
（
型
）
を
守
る
》 

 

 
・
書
く
内
容
と
構
成
を
考
え
て
か
ら
書
き
始
め
る
。 

 

 
・
序
論
・
本
論
・
結
論
の
三
段
落
構
成
で
書
く
。 

 

 
・
課
題
文
の
意
見
に
対
す
る
自
分
の
考
え
（
賛
成
か
反
対
な
ど
）
を
明
確
に
す
る
。 

 

 
・
第
一
段
落
は
課
題
文
に
書
か
れ
た
筆
者
の
意
見
を
要
約
し
、
こ
れ
に
対
す
る
自
身
の 

 
 
立
場
を
明
確
に
し
て
８
０
〜
１
０
０
字
程
度
で
ま
と
め
る
。 

 

 
・
課
題
文
の
意
見
に
対
し
て
賛
成
の
立
場
の
場
合
は
、
第
二
段
落
で
課
題
文
の
筆
者
の
意
見 

 
 
を
発
展
さ
せ
て
書
く
。 

 

 
・
課
題
文
の
意
見
に
対
し
て
反
対
の
場
合
は
、
第
二
段
落
は
「
た
し
か
に…

、
し
か
し
〜
」 

 
 
の
形
式
で
筆
者
の
意
見
を
部
分
的
に
認
め
つ
つ
反
論
す
る
。 

 

 
・
自
分
の
意
見
の
根
拠
と
な
る
具
体
例
を
必
ず
書
く
こ
と
。 

 

 
・
第
三
段
落
は
、
第
二
段
落
で
述
べ
た
自
身
の
意
見
に
基
づ
い
て
、
問
題
の
解
決
策
や
今
後 

 
 
の
あ
り
方
な
ど
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
視
点
で
書
く
。 


